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○交通渋滞の緩和 

○交通事故の削減 

○地域振興の支援 

（１）事業の目的と計画の概要 

１ ．事業の目的・概要 

（単位：ｍ） 標準横断図 整備後 整備前 

 区      間 ： 

 

計画延長・幅員： 

車 線 数 ： 

計 画 交 通 量 ： 

事 業 期 間 ： 

事 業 費 ： 

自）長野県塩尻市広丘野村 

至）長野県塩尻市広丘吉田  

2.8km・30ｍ 

4車線 

25,300～28,400台/日 

昭和58～平成24年度 

約201億円 

1 

・国道１９号塩尻北拡幅は、塩尻市の北部（松本市境）に位置し、長野自動車道（塩尻北ＩＣ）とアクセス。 

・塩尻市は首都、中京、北陸圏への交通の要所であることから、製造業が盛んであり、沿道及び周辺で
は工場・工業団地が複数立地。 

目 的 

計 画 概 要 

塩尻北拡幅 

平 面 図 

供 用 区 間

高 速 道 路

国　　　道

主要地方道

一 般 県 道

市　　　道

開 通 

篠ノ井線 

至 

岡
谷
市 

至 

松
本
市 

国道19号 塩尻北拡幅 
延長2.8km 

事後評価対象区間 

吉田 

野村 

村井 
かみまち 

上町 

下吉田 

吉田北 

えびの子 
大橋 

区間① 

25,300台/日 

塩尻北IC 

塩
尻
市
広
丘
野
村 

塩
尻
市
広
丘
吉
田 

28,400台/日 
計画交通量 

かなづか 

金塚 
19 

位 置 図 
広丘駅 
東口 

区間② 

延長0.9km 延長1.9km 

 ：人口集中地区 
 ：工場・工業団地 塩尻市 松本市 

ひろおかのむら 

ひろおかよしだ 

塩尻北拡幅 



篠ノ井線 

国道19号 塩尻北拡幅 延長2.8km 

（１）事業の経緯 

２．事業の経緯と周辺状況 

平成23年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.6km 

平成19年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.6km 

平成14年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.4km 

平成24年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.3km 

区間②ｰ1 区間②ｰ2 区間②ｰ3 区間②ｰ4 

野村 

至 

岡
谷
市 

至 

松
本
市 

広丘駅 
東口 えびの子 

大橋 

区間①ｰ2 

平成8年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.6km 

塩尻北IC 

供 用 区 間

高 速 道 路

国　　　道

主要地方道

一 般 県 道

市　　　道

開 通 事後評価対象区間 

上段：計画交通量（H42) 
下段：H24年度交通量調査（平日24時間） 

平 面 図 

2 

村井 

吉田 

区間①ｰ1 

昭和６２年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.3km 

吉田北 

下吉田 

かなづか 

金塚 

村井 
かみまち 

上町 

28,400台/日 
24,874台/日 

 ：人口集中地区 

塩尻市 

松本市 

25,300台/日 
23,444台/日 

○昭和55年度   ：都市計画決定  ○昭和62年度～  ：順次開通 

○昭和58年度   ：事業着手・用地買収着手 ○平成24年度     ：全線4車線開通 

○昭和61年度   ：工事着手 



（１）-１ 交通渋滞の緩和【交通状況の変化】 

・混雑時平均旅行速度を事業化時の昭和５８年と開通後の平成２７年で比べると、約２割（７㎞/h）向上。 
・塩尻北拡幅の整備により、拡幅区間内は交通渋滞が概ね解消され、定時性が向上。 

国道１９号（塩尻北拡幅）の交通状況 

３．事業目的の達成状況 

3 

【開通前】 

H29.12 撮影 

H19.7撮影 

至 岡谷市 

至 松本市 

至 松本市 

至 岡谷市 

【開通後】 

■渋滞状況の変化（野村交差点付近） 

平成8年度 
開通済 
（4/4） 

延長0.6km 

至 

岡
谷
市 

至 

松
本
市 

かなづか 

金塚 

吉田 

塩尻北IC 

供 用 区 間

高 速 道 路

国　　　道

主要地方道

一 般 県 道

市　　　道

開 通 

国道19号 塩尻北拡幅 延長2.8km 

事後評価対象区間 

吉田北 

下吉田 

■20～30km/h未満 
■30～40km/h未満 
□40km/h以上 

下
り 

上
り 

７時 

９時 

１１時 

１３時 

１５時 

１７時 

７時 

９時 

１１時 

１３時 

１５時 

１７時 

旅

行

速

度(

㎞

／

ｈ)
 

資料）ETC2.0プローブデータ（H28.4～H29.3･平日) 

広丘駅 
東口 

えびの子 
大橋 

 ：人口集中地区 

野村 

塩尻市 

平成19年度～ 
平成24年度開通済 
（4/4） 延長1.5km 

昭和62年度～ 
平成14年度開通済 
（4/4） 延長1.3km 

区間②ｰ2～②ｰ4 区間1～②ｰ1 

29.7

36.7

25.0

30.0

35.0

40.0

開通前 開通後

旅
行
速
度
（
k

m

/

h
）

■混雑時平均旅行速度 

資料）  
開通前：S58一般交通量調査 
     ピーク時平均旅行速度 
開通後：H27一般交通量調査結果 
     混雑時旅行速度上下平均 

29.7

36.7

0.0

20.0

40.0

開通前 開通後

旅
行
速
度
（
k

m

/

h
）

約２割向上 

（約７km/h） 

（S58） （H27） 



24件

7件

7件

1件

10件

3件

3件

3件

1件

5件

0

10

20

30

40

50

区間②開通前

（H13）

全線開通後

（H27）

（件）

区間②開通前 
(H13) 

全線開通後 
(H27) 

（１）-２ 交通事故の削減 

国道19号（塩尻北拡幅）の交通事故発生状況 

・交通事故発生件数を、区間②開通前と全線開通後で比べると、約６割減少。 
・特に、交通渋滞が概ね解消したことで、渋滞に起因する追突事故の割合が約７割減少。 

３．事業目的の達成状況 

4 資料：事故データ 

4５件 

0

20

40

60

80

100

120

140

区間②開通前 全線開通後

その他

人対車両

車両相互（その他）

車両相互（出会頭）

車両相互（右左折）

車両相互（追突）

至 

岡
谷
市 

至 

松
本
市 

塩尻北IC 

供 用 区 間

高 速 道 路

国　　　道

主要地方道

一 般 県 道

市　　　道

開 通 

区間① 

かなづか 

金塚 

村井 

村井 
かみまち 

上町 

国道19号 塩尻北拡幅 
延長2.8km 

事後評価対象区間 

吉田 

野村 広丘駅 
東口 

下吉田 

吉田北 

えびの子 
大橋 

区間② 

 ：人口集中地区 

塩尻市 

松本市 

追突事故 

約７割 
減少 

延長0.9km 延長1.9km 

１9件 

昭和62～平成8年度開通 
（4/4） 

平成14～平成24年度開通 
（4/4） 

■事故発生件数の推移 



･塩尻北拡幅により、長野自動車道（塩尻北IC）へのアクセス性が向上することから、塩尻市が工業団地
を複数整備し、企業を誘致。 
・また、市の基幹産業である情報通信機械器具製造工場が規模を拡大。 

３．事業目的の達成状況 
（１）-３ 地域振興の支援【工業団地整備による企業誘致】 

5 

国道19号（塩尻北拡幅）沿線における工業団地等の整備状況 

篠ノ井線 

至 

岡
谷
市 至 

松
本
市 

国道19号 塩尻北拡幅 延長2.8km 

事後評価対象区間 

吉田 

野村 広丘駅 
東口 

村井 
かみまち 

上町 

下吉田 

吉田北 

えびの子 
大橋 

塩尻北IC 

かくまえ 

角前 

工業団地 

かなづか 

金塚 

かたいしはら 

堅石原 

工業団地 
19 

供 用 区 間

高 速 道 路

国　　　道

主要地方道

一 般 県 道

市　　　道

開 通 

情報通信機械
器具製造工場 

資料：国土地理院 電子国土基本図（オルソ画像）、塩尻市提供（工業団地概要）  

事業化前（昭和49年） 

開通後（平成23年） 

19 

19 

 ：人口集中地区 
 ：工場・工業団地 

かくまえ 

角前 

工業団地 

かたいしはら 

堅石原 

工業団地 

情報通信機械
器具製造工場 

塩尻市 

塩尻市 

《堅石原工業団地》 
・面   積：4.9ha 
・分譲開始：H6～ 
・立地企業数:11社 

《角前工業団地》 
・面   積：14.4ha 
・分譲開始：S52～ 
・立地企業数:57社 

情報通信機械 
器具製造工場 

塩尻市 

松本市 

※端末（区間②-４）事業中（H24年度開通）  

至 

岡
谷
市 

至 

松
本
市 

至 

松
本
市 

至 

岡
谷
市 

事後評価対象区間 

国道19号 塩尻北拡幅 延長2.8km 

事後評価対象区間 

国道19号 塩尻北拡幅 延長2.8km 



・塩尻北拡幅区間の周辺では、複数の土地区画整理事業が推進され、宅地の利用が増進し、 
 人口集中地区面積が開通前後で約３倍に拡大。 
・また、広丘駅北土地区画整理事業では、駅舎などの公共施設を拡幅事業と合わせ再整備。 

３．事業目的の達成状況 
（１）-４ 地域振興の支援【沿線開発の促進】 

1.7 1.7

3.4

0.0

3.0

6.0

開通前 開通後

人
口
集
中
地
区
面
積

（
ｋ
㎡
）

S55時点の人口集中地区 S56～H27拡大箇所

国道19号（塩尻北拡幅）沿線における人口集中地区の変化 

人口集中地区とは 

1)原則として人口密度が1平方キロメートル当たり 

  4,000人以上の基本単位区等が市区町村の 

   境域内で互いに隣接して、 

2)それらの隣接した地域の人口が国勢調査時に   

   5,000人以上を有する地域 

（出典：総務省） 

供 用 区 間

高 速 道 路

国　　　道

主要地方道

一 般 県 道

市　　　道

開 通 ■沿線地区の人口集中地区面積の変化  ：人口集中地区(S55時点) 
 ：人口集中地区 
  (S56～H27拡大箇所)  
 ：沿線地区※内の人口集中地区 

      ※沿線地区…塩尻市広丘地区、 
       塩尻市吉田地区 

 
   

塩尻市 

松本市 
篠ノ井線 

至 

岡
谷
市 

至 

松
本
市 

塩尻北IC 

国道19号 塩尻北拡幅 
延長2.8km 

事後評価対象区間 

かなづか 

金塚 

村井 

吉田 

野村 広丘駅 
東口 

村井 
かみまち 

上町 

下吉田 

吉田北 

えびの子 
大橋 

約3倍に 
拡大 

区画整理の進捗状況 

土地区画整理事業 
事業区間 

凡例 
資料：国土地理院 電子国土基本図（オルソ画像）  

国道19号 塩尻北拡幅 
延長2.8km 

事後評価対象区間 

国道19号 塩尻北拡幅 
延長2.8km 

事後評価対象区間 

開
通
前
（昭
和
49
年
） 

開
通
後
（平
成
23
年
） 

至 

松
本
市 

至 

松
本
市 

塩尻北IC 

19 

19 

至 

岡
谷
市 

広丘 

至 

岡
谷
市 

広丘駅北土地
区画整理事業 

広丘 

※端末（区間②-４）事業中（H24年度開通）  

6 



・塩尻市の人口は、中央自動車道や長野自動車道の整備もあり、塩尻北拡幅開通前後で約２割増加 
 しており、県全体を上回る伸び率。 
・開通後の平成26年時点における沿線地区の建物用地比率は、事業化前の昭和51年と比べて約２倍。 

（参考）社会経済情勢の変化【人口・土地利用状況】 

5.7
6.7

1.00

1.16

1.00 1.01

0.00

0.30

0.60

0.90

1.20

1.50

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

開通前 開通後

（万人）

塩尻市の人口・土地利用状況 

7 資料：国土数値情報（開通前：S51、開通後：H26） 

■塩尻市の人口の推移 

資料：国勢調査（開通前:S55、開通後：H27） 

長野県伸び率 

塩尻市伸び率 

建物用地 
40% 

建物用地 
18% 

67% 

昭和51年 平成26年 

約２倍 

43% 

3% 

4% 
0% 

3% 5% 
4% 

5% 

0% 

※沿線地区：塩尻市広丘地区、塩尻市吉田地区 

農用地
森林
荒地
建物用地
幹線交通用地
その他用地
水域

■沿線地区の土地利用状況の変化 

19 

20 

松本空港 
（S40年度開港） 

国道19号塩尻北拡幅 
延長2.8km 

国道19号塩尻北拡幅 
延長2.8km 

信州 
まつもと空港 

塩尻IC 

岡谷IC 

長野自動車道 
至松本 

至 松本 

至 甲府 

至 甲府 

至 伊那 

至 伊那 

岡谷IC～松本IC 
（S62年度開通） 

岡谷JCT～岡谷IC 
（S60年度開通） 

昭和51年（事業化前） 

平成26年（開通後） 

農用地
森林
荒地
建物用地
幹線交通用地
その他用地
水域

 ：沿線地区 
 （塩尻市広丘地区、 
  塩尻市吉田地区） 

至 岡谷JCT 
（中央自動車道

※
） 

至 更埴JCT 
（上信越自動車道） 

※小淵沢IC～(岡谷JCT)～伊北IC（S55年度開通） 

塩尻北IC 

1.2 

1.0 

1.0 1.0 

約２割増 

３．事業目的の達成状況 

5% 

2% 



塩尻市の製造品出荷額の推移（県内順位） 塩尻市における業種別製造品出荷額 

資料：工業統計調査（H26） 

8 

（参考）社会経済情勢の変化【産業】 

・塩尻市は首都、中京、北陸圏への交通の要所ということもあり、製造業が多く立地。 
・製造品出荷額は、事業化前の昭和５５年当時は県内第７位であったが、その後、出荷額が増加し、 
  開通後の平成２７年には県内第１位。 
・塩尻市の業種別製造品出荷額は、情報通信機械器具製造業の占める割合が、全体の約７割。 

塩尻市 
5,972億円 
（H26） 

情報通信機械器具 
製造業 
73.4％ 

その他 
20.3％ 

電子部品・デバイス 
・電子回路製造業 

1.5％ 

生産用機械器具 
製造業 
1.6％ 

印刷・同関連業 
1.6％ 

パルプ・紙・紙加工品 
製造業 
1.7％ (7位)

(5位)

(1位)

(1位)

(1位)
(2位)

(2位)

(2位)

(3位)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

S55 H12 H27

（億円）

資料：工業統計調査（S55，H12）、経済センサス（H27） 

長野県内第1位 

(7)

(5)

(6)

(2)

(1)

(1)

(1)

(3) (4)

(2)

(2)

(2) (2)

(3)

(3)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

S55 H12 H17 H22 H27

塩尻市

長野市

松本市

（億円）
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３．事業目的の達成状況 
（２）費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 
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参考）平成29年度時点における費用便益比算定 

※基準年次における現在価値化前を示す。 

・分析対象期間     ：開通後50年間 

・総便益（Ｂ）        ：約 454億円（約 822億円※） 

・総費用（Ｃ）        ：約 390億円（約 221億円※） 

・費用便益比       ： 1.2                  

再評価時 
（Ｈ19年度） 

事後評価時 
（Ｈ29年度） 

変化の要因 

事業費 約201億円 約201億円 ・変更なし 

計画交通量 37,900台/日※１ 25,300～28,400台/日※２ ・将来需要交通量、推計ネットワーク等の  
見直し 

事業期間 
昭和58年度～平成20年度 

（２６箇年） 
昭和58年度～平成24年度 

（３０箇年） 
・用地取得に時間を要したため 

道路構造 4車線 4車線 ・変更なし 

※1 H11一般交通量調査に基づくH42交通量推計
※2 H17一般交通量調査に基づくH42交通量推計 



４．今後の事業へ活かすレッスン 
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・塩尻市では、平成15年に「塩尻市移動円滑化基本構想」を策定しており、広丘駅周辺地区をバリア  
フリー法に基づく「重点整備地区」に指定し、国道19号等を特定経路※として位置付け。 

・広丘駅と公益、商業施設間を結ぶ経路のバリアフリー化に、塩尻北拡幅が貢献。 

（１） 他事業との連携 

至 岡谷市 

至 松本市 

至 松本市 

至 岡谷市 

広丘駅付近 整備状況 

H29.12 撮影 

H19.7撮影 

塩尻市移動円滑化基本構想（H15.9策定） 

19 

経路１ 

経路３ 

【開通前】 

【開通後】 

経路２ 

※特定経路とは、 

   特定旅客施設と周辺の主要施設 

    とを結ぶ経路のうち、特に重点的 

    にバリアフリー化を図るべき経路 

※ 



５．まとめ 

（２）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 

○本事業の実施により、交通渋滞の緩和及び交通事故の削減、地域振興の支援等の効果が確認
されており、今後の事後評価及び改善措置の必要はないものと考えられます。 

（１）今後の事業評価の必要性、改善措置の必要性 

11 

○当該事業は、市街地における現道拡幅事業であることから、用地取得に時間を要したが、 
  土地区画整理事業との連携もあり、大きな事業期間の延伸とはならなかった。 

○また、当該事業が、塩尻市が推進する広丘駅周辺地区の交通バリアフリー計画に貢献。 

○上記のように、同種事業の計画・調査にあたっては、他事業との連携により、効率的・効果的 
  に事業を推進する工夫が必要である。 


